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浴
衣

に
下

駄
と

い
う

姿

が
、
珍

し

く
な

っ
た
。
俗
衣

が
け

と
言
え

ば
本
来
く

つ
ろ

い
だ
姿

だ

が
、
も

う

特
別
な
衣

装
に
な

っ
た
の
か
。

大
抵
の
人

の
箪

笥
に
は

、
ま

だ

Ｉ

・
二

枚
眠
っ
て
い
そ
う
な
の
に
…
。

珍
し
く

な
っ
た
と
言
え

ば
、
団

扇

も
少
な
く

な
っ
た
。
村

の
商
店

の
盆

の
回
し
物
は
団
扇

ば
か
り
で
、

一
軒
に
何
本

も
あ
っ
た
頃

を
思

い

出
寸

。
今
じ

ゃ
、
あ
っ
て

も
骨

が

竹
か
ら

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク
に
様

変
わ

り
し

て
風
情

が
な
い
。

半
ズ

ボ
ン
に
サ
ン

ダ
ル
、
エ
ア

コ
ン
の
時
代

に
な
っ
て
し
ま

っ
た

今

だ
か
ら
こ
そ

、
浴
衣
に
下

駄

ば

き
、
団
扇
で
優

雅
に
お
祭
で

も
や

っ

た
ら
い
か

が
？

そ
う

言
え

ば
、
浴

衣
で
は

ね
る

ね
ぶ
た

が
、
真

っ
黒
な

ガ
ラ

ス
族

に
困

っ
て

い
る
。

ど
う
に

か
な
ら

な

い
も
の

だ
ろ
う

か
。

ね
ぶ
た

が
過

ぎ
る
と
、
津
軽

は

一
転
し

て
秋

だ
。

茄
子

も

い
で

き

て

ぎ
し

ぎ
し

洗

ふ放
哉



蓬田村・蟹田町消防団

開催される

六
月
二

十
六
日

（
金

）
晴
天

の

下

で
蓬

田
村

・
蟹

田
町
消
防
団
貝

合
わ
せ
て
四
百
二

十
一
名

が
参

加

し

、
合
同
観
閲
式

が
盛
大
に
行

わ

れ
ま
し

た
。

午
前
七
時
四

十
五

分
自
衛

隊
音

楽
隊
を
先
頭

に
、
蓬
田

漁
港

か
ら

総
合
グ
ラ

ン
ド
ま
で

の
行

進
か
ら

始
ま
り
ま
し

た
。

’

殉
職
消
防
団

員
に
対
す
る
黙
祷
、

機

械
器
具
点

検
、

ポ
ン
プ
操
法
、

ポ

ン
プ
自
動

車
の
放
水

そ
し

て
表

彰
式

が
行

わ
れ
ま
し

た
。

蓬
田
村
・
蟹
田
町

と
も
近
年

の
、

機
械
器

具
の
充
実

に
伴

い
団
員

の

士
気

も
非

常
に
高
く

な
り
、
村
内

外

の
来

賓
の
皆

さ
ん
か
ら
高

い
評

価
を
受

け
ま
し

た
。

こ

の
観
閲
式

に
参
加
す

る
た
め
、

各
分
団

で
は
二
週
間

位
訓
練

に
励

み
ま
し

た
。
特

に
操
法

の
訓

練
は
、

今

年
の
九
月
四
日

に
予
定

さ
れ
て

い
る
青
森
県
消

防
ポ

ン
プ
自
動
車

操
法

大
会
に
第
五

分
団
（

郷
沢

）

が
参
加
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

各
分
団
と
も
一

番
時
間

を
費
や
し

て

お
り
ま
し

た
。

非
常

時
の
際

、
一
刻
も
早

く
消

火

活

動

に

入

り

、

被

害

を

最

小

限

に

食

い
止

め

る

こ

と

が

一

番

大

事

で

あ

り

ま

す

。消

防

団

員

が
訓

練

を

積

む
と

と
も

に
、

こ

の

合

同

観

閲

式

を

機

会

に

村

民

の

防

災

活

動

に

対

す

る

意

識

が

高

ま

っ
て

い

く

も

の

と
思

い
ま

す

。

蓬田村・蟹田町合同観閲式から

一

合同観閲式
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国
際
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ

三
沢
米
軍
基
地
で
交
流
会

子
ど
も
会
六
十
三
名

蓬
田
村
子

ど
も
会
育
成

連
絡
協

議

会
で
は
七
月

十
九
日

の
日
曜
日

に
「
国
際
フ

レ
ン

ド

シ
ッ
プ

ー
ｎ

Ｍ
Ｉ

Ｓ
Ａ
Ｗ
Ａ

」
と
題
し

て
三

沢

米

軍
基
地

の
子

ど
も
達

と
交
流
会

を
開
催
し
ま
し

た
。

こ
の
催
し

は
昨
年
、
同

基
地
の

子

ど
も
達
を
本

村
へ
招
待
し

て
交

流
し

だ
の

が
き
っ
か
け
で
開

か
れ

た
も
の
で
、

今
回

が
第
二
回
目

の

国

際
交
流
会
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

参

加

者

は

蓬

田

村

か

ら
子

ど

も

会

々
長

八

幡

清

彦

他

三

十
八

名

、

大

人

が
奈

良

教

育

長

、

石

田
孝
信
育
成
連
絡
協
議
会
々
長
他

二
十
二
名
の
合
計
六
十
三
名
。

米
国
側
か
ら
は
ラ
モ
ナ
代
表
他

大
人
十
名
、
子
供
二
十
三
名
の
合

計
三
十
三
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た

が
、
場
所
を
ユ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
内

の
体
育
館
に
移
し
て
行
わ
れ
「
ラ

イ
ン
タ
ッ
グ
」
「
ブ
ル
ド
ッ
グ
」

等
、
米
国
独
特
の
ゲ
ー
ム
で
和
気

あ
い
あ
い
の
交
流
会
と
な
り
ま
し

た
。ゲ

ー
ム
後
は
、
（

ン
バ
ー
ガ
ー

や
ホ
ッ
ト
ド
ッ
ク
、
ケ
ー
キ
等
、

米
国
の
方
々
の
手
づ
く
り
の
料
理

を
食
べ
な
が
ら
楽
し
い
交
欸
の
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

子

ど
も
会
で
は
、
今
回

の
交
流

会
に
あ

た
り
英
会
話
教
室

を
二

回

開
催
し

、
英
語
で
の

自
己

紹
介

の

他
必
ず
一

回
話
を
す

る
こ
と
。
で

き
れ

ば
、
住
所
交
換

を
し

て
文
通

を
希
望
す

る
旨
、
伝
え

る
こ
と
。

こ
の
二

つ
を
目
標
に
し

て
望
ん

だ

が
、

ど
の
子

も
積
極
的

に

ゲ
ー

ム

に
参
加
し

、
ま

た
住
所
交
換

を
す

る
子

ど
も

も
あ
り
、
事
前

の
特
訓

の
成
果

が
随
所
に
み
ら
れ
ま
し

た
。

最
後
に
子

ど
も
会

々
長

が
本
日

の
お
礼

と
来

年
は

ぜ
ひ
蓬
田

に

お

い
で
く

だ
さ
い
と
挨
拶
す

る
と
米

国

の
代
表

の
方

が
楽
し

い
一
日
で

し

た
と
挨
拶

が
あ
り
、
大
変

有
意

義

な
交
流
会

で
し

た
。

事
前
に
英
会
話
の
練
習
を
す

る
蓬
田
の
大
使
た
ち

国際交流、子ども会から3
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ふれあいセンターの鉄骨工事部分がほぼ終了し今後は、外壁、内装工事とな

り２ヵ月余りで村民待望の温泉がオープンすることになります。乞うご期待｡/

玉
松
海
水
浴
場
開
き

イ
ベ
ン
ト
あ
れ
こ
れ

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
で
、
年
々
盛

上
が
凹
を
見
せ
る
玉
松
海
水
浴
場

開
き
が
七
月
十
八
日
（
土
）
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

午
前
十
時
三
十
分
か
ら
安
全
祈

願
祭
が
行
わ
れ
、
八
戸
良
次
郎
村

長
ほ
か
来
賓
及
び
関
係
者
が
玉
串

を
奉
典
し
、
会
期
中
の
安
全
を
祈

願
し
た
後
、
海
開
き
を
告
げ
る
号

砲
と
と
も
に
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

さ
っ
そ
く
イ
ベ
ン
ト
の
部
に
移

り
、
ホ
ク
テ
の
試
食
会
で
は
炭
火

で

の

貝

焼

き

か

お

り

、

焼

き

た

て

が

食

べ
ら

れ

る

と

あ

っ

て

コ

ー

ナ

ー

は

賑

わ

い

ま

し

た
。

続

い
て

海

で

は

宝

さ

が
し

（
海

か

ら

ホ

タ
テ

を

拾

う

）
が
行

わ

れ

、
参

加

者

は

ビ

ニ

ー

ル

袋

を
受

け

取

る

と

、

思

い

思

い
に

海

に

入

り

、
「
冷

た

い
／
・
」

を

連

発

し

な

が
ら

も

、

袋

い
っ

ぱ

に

な

っ

た

ホ

タ

テ

に

満

足

顔

で

し

た

。カ
ラ

オ

ケ
大

会

と
玉

松

太

鼓

の

披

露

は

、

強

い

ヤ

マ

セ

の

た

め
玉

松

公

民

館

で

行

わ

れ

、

村

内

外

か

ら

集

ま

っ

た

参

加

者

が
自

慢

の

喉

を
競
い
合
い
、
審
査
の
結
果
が
出

る
間
は
、
歌
手
の
蓬
田
か
お
り
さ

ん
が
新
曲
や
蓬
田
音
頭
の
他
数
曲

を
披
露
す
る
シ
ョ
ー
が
あ
り
、
集

ま
っ
た
観
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。

参
加
チ
ー
ム
が
多
か
っ
た
ビ
ー

チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
、
一
回
戦
が

始
ま
る
と
同
時
に
ス
コ
ー
ル
の
よ

う
な
雨
が
降
出
し
、
以
後
の
試
合

も
、
水
入
風
船
投
げ
も
残
念
な
が

ら
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
夏
本
番
、
貴
方
も
砂

浜
海
岸
、
王
松
海
水
浴
場
に
出
か

け
て
み
ま
せ
ん
か
。

玉松海水浴場開きから 4
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み
ん
な
で

映
画
を
見
よ
う
！

蓬
田
小
親
子
ふ
れ
あ
い
映
画
会

主
催
　
蓬
田
小
父
母
と
教
師
の
会
文
化
部

参加費50

0円

９月５日（土）玉松公民館

９月６日（日）中沢公民館

９月12日（土）高根公民館

９月19日（土）中央公民館

９月22日（火）広瀬公民館

(幼稚園以下無料)時間はいずれも午後７時～８時30分

お問い合わせ先は、蓬田小学校　S27-2069 へ

ブ
ル
ー
ロ
ー
ド
イ
メ
ー
ジ

ソ

ン

グ

歌

詞

募

集

○
募
集
内
容
　

青
森
（

ブ
ル
ー

ロ
ー

ド
）
地
域

の
豊

富

な
資
源
を

広
く
内
外
に
Ｐ
Ｒ
し

て

い
く

た
め
に
制
作
中

の

ビ
デ
オ
「

ブ
ル
ー

ロ
ー
ド
歴
史

の
道
（

観
光
編

）
」

の
中
で
使
用
す

る
主
題

歌
の
地
域

の
魅

力
と
風
物

を
織

り
込
ん

だ
歌

詞
を
募
集
し

ま
す
。

Ｏ
応
募

規
定
　

作
品

の
様

式
は
市
販

の
原

稿
用

紙
に
縦

書
き
（
ワ

ー

プ
ロ
可

）
。

応
募
作
品

数
は
何
点
で

も
構

い
ま
せ

抗
ド

自
作
で
未

発
表
の
作
品

に
隕
り
ま
す

。

住
所

、
氏

名
、
年
齢

、
職
業
を
明
記

の
う

え

、
下
記

の

応
募
先

へ
郵
送
ま

た
は

ご
持
参
く

だ
さ

い
。

な
お
、
応

募
作
品

に
関
す

る
著
作
権
は
、
青

森
地
域

広
域

事
務
組

合
に
帰
属

し
、

返
却
は
い
た
し
ま

せ
ん
の
で

ご
了
承
く

だ
さ
い
。

Ｏ
応
募

、
問

い
合

わ
せ
並
び

に
資
料
請
求
先

〒
○
三

〇
　

青
森
市

中
央
一
丁

目
二

十
二
番
五

号

青
森
市

役
所
内

青
森

地
域
広
域

事
務
組
合
広
域

振
興
室
地
域

振
興
係

登
○

一
七
七
－

三
四
－

一
一
一

一
内
線
五
三
二

〇
応

募
締

切
り

平
成
四

年
九
月
三

十

日
（
水

）当
日

の
消
印
有
効

Ｏ
審

査
及

び
発
表
　

作
品
審

査
は
、

青
森
地
域
広
域

事

務
組
合
に
審
査

会
を
設
け

選
考
。
発

表
は
、
十
月
末
頃
本

人
へ
の
通

知
の
ほ
か
、
新
聞
等
を
通

じ
て
発

表
し

ま
す
。

Ｏ
賞
等
　

最

優
秀
作
品
一

点
　

ブ

ル
ー
ロ
ー
ド
地
域

構

成
市
町
村
一
市
三

町
三
村

の
四

季
折

々
の
物
産

を

ご
自

宅
に
お
届
け

い
た
し
ま
す
。

な

お
、
該
当
作
品

が
な

い

場

合
は

、
佳
作
を
若
干

選

び
ま
す
。

Ｏ
宅
配
物

産
の
一
例

青
森
市
　

八

甲
田
牛

ス
テ

ー
キ
肉

ば
か
Ｍ

Ｉ
Ａ

（
メ
ー
ド
イ

ン
ア

オ
モ

リ

）
商
品

平

内
町
　

活
ほ
た
て
貝

、
乾
貝

柱
、
ラ

ム
肉
（

ム

。

ソ

ー

セ
ー

ジ

蟹
田
町
　

活
カ

ニ
、
シ

ロ
ウ

オ

今
別
町
　

鮭
燻
製

、
山
菜
、

ひ
ば
工

芸

ば
か

蓬
田
村
　

夏

秋
ト

マ
ト

ほ

か
各

種
地
場
産
品

平

舘

村
　

焼
干

し
イ
ワ

シ
、
昆

布
製
品

三
厩

村
　

生
干

し
イ

カ
、
コ

ウ
ナ

ゴ

蓬田小学校ＰＴＡから5



第2回あおもりシニア洋上セミナーに参加して！

久慈　 寛一 さん( 高根)

あ
お
も
り
シ
ニ
ア
洋
上

セ
ミ
ナ
ー
が
六
月
二
日
か

ら
六
月
五
日
ま
で
三
泊
四

日
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し

た
。目

的
は
、
高
齢
者
の
生

き
が
い
対
策
と
し
て
の
健

隶
づ
く
り
を
韭
隹
し
、
月

る
い
長
鵆
社
会
つ
く
り
を
目
指
す

こ
と
で
あ
り
、
急
速
な
高
齢
化
か

進
行
す
る
中
、
は
つ
ら
つ
と
し
て

明
る
く
活
力
あ
る
長
寿
社
会
を
築

く
た
め
に
は
、
一
人
一
人
が
積
極

的
に
社
会
参
加
を
図
っ
て
行
く
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

県
内
各
地
か
ら
参
加
し
た
団
員

三
〇
三
名
は
各
組
別
に
会
議
、
生

き

が
い
講

座
、
シ
ニ
ア

主
張
大
会

、

船
上
フ

ェ
ス
テ

バ
ル
な

ど
に
取
り

組
む

と
と
も
に
、
県
内
各

地
の
人

達
と

の
交

流
を
深
め
ま
し

た
。

と
く
に
団

長
で
あ

る
県

知
事
の

講
話
「
同
じ

年
代
の
仲
間

で
あ
り

、

同
じ

境
遇
に
出
会

っ
て
苦
し

い
事

も
あ

り
ま
し

た
が
、
楽
し

い
思

い

出

も
多

い
。
・
高
齢

者
の
社
会
参

加

を

進
め
る

た
め
に
知
ら
な

い
者
同

志

が
知
り
合

い
、
交
流
の
輪

を
拡

げ
て

欲
し

い
」

と
お
話

が
あ
り

、

田
端
先
生
の
「
福

づ
く
り
」
の
人
生

の
講
演
も
高
齢
者
の
私
達
に
は
勉
強

に
な

っ
た
と
思

い
ま
す

。

あ
ま
り

、
船
に

は
強
く
な

い
私

は
心
配
し

ま
し

た

が
、
す

ば
ら
し

い
豪
華

な
客
船
で
、
八

階
建
の

ホ

テ

ル
の
様

な
感
じ
で

、
な
ん
の
不

安
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し

た
。

予
定
よ
り

一
時
間
早

く
東
京
晴

海
埠
頭
に
到

着
し

ま
し

た
が
、
下

船

の
際
は
団
長

さ
ん

と
一

人
一
人

握
手
し

て
、
忙
し

い
知
事

さ
ん
と

お
別

れ
し
た

の
で
あ
り
ま
す
。

更

に
私
達
は

バ
ス
で
日
光

江
戸

村

に
行
き
、
劇
場

を
三

ケ
所
見

物

し
て

塩
原
温
泉

に
一
泊
し

た
の
で

あ
り

ま
す
。

三
泊
四

日
の
日

程

が
終
わ

っ
て

帰
っ
て

き
ま
し

た
が
、
全
日
程

と

も
穏
や

か
な
日
和
に
恵

ま
れ

、
各

種
研
修

の
交
流
は
一
人

一
人
の

胸

に
大
き

な
思

い
出
に
な

っ
た
こ

と

と
思

い
ま
す
。

気
兼
ね
の
な
い
新
し
い
仲
間
も

出
来
、
参
考
に
な
る
話
も
問
け
た

こ
の
経
験
を
自
分
だ
け
の
も
の
に

し
て
は
い
け
な
い
と
思
い
、
こ
れ

か
ら
は
、
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
で
き

た
輪
を
拡
げ
て
積
極
的
に
行
動
し

よ
う
と
思
い
ま
す
。

村
　
　

民

野
球
大
会

八
月
十
六
日
（
日
）

七
時
四
十
五
分
集
合

蓬
田
中
学
校

グ
ラ
ン
ド'92よもぎた

牧場 まつり
と　き　　 平成４年８月23日（日）

10：00 ～15：00

ところ　 蓬 田 村 営 牧 場

○　 バーベキュー前売券の発売日

1） 発売日時　 ８月７日～８月12 日

午前９時～午後３時（平日限り）

2） 発売場所　・役場　農林水産課

・農協　生産販売課

3） 発売方法　先㈲順　一枚　1,000 円（800 枚）

4） 当 日 券　先㈲槓 一枚　1,200 円（100 枚）

○　 村民参加イベント

（楽しいゲームがたくさんあります。）

○　 牛肉特別販売コーナー （ロース，ヒレ等）

主　 催　　 蓬　 田　村

シニア洋上セミナーに参加して 6

成　人　式
い　　 つ　平成４年８月14日（金）

と こ ろ　蓬田村中央公民館

対　　 象　昭和47年４月２日～48年４月１日生

記念講演　教育評論家　小田原金一氏



蓬田駅長を紹介します

平尾　洋介さん

平
尾

さ
ん
は
、
今
年
二
月
二

十
日

に
蓬
田

駅
長

と
し

て
、
八
戸
線
侍
浜

駅
か
ら
赴

任
し

て
来
ま
し

た
。

蓬
田
駅

の
印
象
は
、
建
物

の
外
観

が
風

変

わ
り
な
こ

と
。
通
勤
、
通

学
客

が
多

い
こ

と
。

そ
し

て
、
話
し

か
け
る
と
気
持

ち
よ
く
応
対

し

て
く

れ
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
が
は

か

ら

れ
て

い
る
こ

と
。

「
早
く
こ

の
地

に
溶
け
込
み

、
大
と
人

の

ふ
れ
あ

い
を
大

事
に
し

た

い
の
で
村

の
行
事

に

は
進
ん
で
参
加
し

て
い
ま
す
」

と
話
す
。

蓬
田
中

学
院
野

球
部

が
郡
大
会
で

連
続
慶

勝
し
、
県
大
会
に
出
場
す
る
こ
と

に
「
試
合
会
場
が
青
森
市
な
ら
応

援
に
行
き
た
い
ん
だ
が
」
と
言
い

ま
す
。
聞
く
と
、
平
尾
さ
ん
は
、

昭
和
三
十
五
年
、
夏
の
甲
子
園
大

会
に
青
森
高
校
が
出
場
し
、
戦
後

初
め
て
一
勝
し
た
時
の
選
手
、
守

備
位
置
は
レ
フ
ト
と
の
こ
と
。
卒

業
後
も
、
ノ
ン
プ
ロ
盛
鉄
に
七
年

間
在
籍
す
る
と
い
う
経
歴
が
あ
り

ま
し
た
。

平
尾
さ
ん
は
、
将
来
一
泊
二
日

ぐ
ら
い
の
団
体
旅
行
で
、
イ
ベ
ン

ト
列
車
（
村
民
号
）
を
走
ら
せ
た

い
と
言
い
ま
す
。
ま
た
「
切
符
、

定
期
券
等
は
地
元
の
駅
で
お
買
い

求
め
下
さ
い
。
団
体
、
グ
ル
ー
プ

旅
行
の
相
談
等
に
も
っ
と
も
っ
と

駅
を
活
用
し
て
下
さ
い
」
と
Ｐ
Ｒ

し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
蓬
田
駅
を
活
用
し

ま
し
ょ
う
！・

ひと・夢・ふるさとづくり

フエスタあおもり92

フロアイベント　８月22日(土)・23日(日)

●各市町村展示●物産販売、民工芸品実演

販売●クイズラリー

ステ ージイ ベン ト　 ８月22 日(土)

●開会 式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10 : 00 ～10 : 15

●ふ るさ とあお もり講演 会( 講師 ：ジェ ー ム ズ三 木)　10 : 15 ～11 : 30

●ふ るさ とあお もりパフ ォー マ ンス　　　　　　　　　　13 : 00 ～15:00

( 各広 域から １ 団体づつ 出演)　　　　　　　　　　13 : 00 ～15 ：00

●ふ るさ とあお もり オン ステ ー ジ　　　　　　　　　　　16 : 00 ～17 : 30

(出 演： ダッ チ裕三 スペ シ ャ ルバ ン ド)　　　　　　16 : 00 ～17 : 30

8 月23 日(日)

●ふ るさ とあお もり クイ ズ王 選手 権(予 選 ①)　　　　10 : 00 ～11 ：00

●ふ るさ とあお もり子 供シ ョー ①(ア ン パンマンショー)11 : 00 ～11 : 30

●ふ るさ とあお もり クイ ズ王 選 手権(予 選 ②)　　　　12 : 30 ～13 : 30

●ふ るさ とあお もり子供 ショー②( アンパンマ ンショー)14 : 00 ～14 : 30

●ふ るさ とあお もり クイ ズ王 選 手権( 本選)　　　　　15 : 30 ～16 : 30

ll柳北緯41°／新蓬田駅長紹介

ひらお・ようすけ

沼和36年　盛岡鉄道管理局

μ　55 ･･ 束青森駅助役

･' 60  u　足ヶ瀬駅長

// 61  a　青森駅助役

平成３年　侍浜駅長

μ　４ ･･ 現在

第
８

回

み
ん
な
で
参
加
し
よ
う

●
八
月
十
八
日
（
火
）
午
後
六
時
三
十
分
か
ら

●
蓬

田

漁

協

前

宴
会
の
後
始
未
、
り
っ
ぱ

な
折
箱
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容

器
）
を
捨
て
る
。
洗
え
ば
何

か
に
使
え
る
の
で
は
…
…
…

ふるさとあおもりフェスティバル

一

7

盆

踊

り

大

会

主
催
　

蓬
田
村
商
工
会

・
力
－

時
代
　
　

親
子
鉢
巻
　
　
　
　

免
許
取
り
　
　
お
　
富

・
チ
に
持
っ
て
　
ア
レ
は
ど
こ
か
と
　
妻
に
問
う
　
　
勇
　
三

∴
入

の

沍
　
　
適
量
す
ぎ
れ
ば
　
　
娘
が
に
ら
み
　
い
つ
子

・
肥
料
鰍
く
　
　

親（
入
の
手
元
　
　
　

襄
を
知
る
　
　
重

彦

・
親
父
か
ら
　
　
家
と
も
犇
　
　
　

ゆ
ず
り
う
け
　
尚

政

・
嫁
ぐ
娘
に
　
　
今
日
は
親（
入
も
　
目

に

涙
　

昭

夫

∴
入

親

は
　
　
む
か
し
横
座
で
　
こ
わ
く
座
す
　
絹

枝

・
五

十

年
　
　
変
ら
ぬ
表
情
　
　
額

の

父
　
　
久

子



ボランティア募集中!!

BIATHLON
第1回バイアスロン1nよもぎた'92大会

YOMOGIT Ａ

実行委員会では大会に協力
できるボランティアの方を募
集しています。
ご協力の程よろしくお願いし
ます。

〇27-2450

バ イア スロンin よも ぎ た92 から

'92

8

全国各地から参加選手7/22 現在161名

連 絡 先 蓬 田 村 商工 会

開催日時

開催場所

主　　催

主　　管

平成4年AM11:00スタート　９/13

(日)

蓬田 村 農 免 農 道 一 部 使 用

蓬田 村 観 光 協 会

FxｲｱｽﾛﾝIN よもぎた実行委員会



今

感
動
の
プ
ロ
ロ
レ

グ

物
語
は
青
年
団
か
ら
は
じ
ま
る

地元で開催される第41回

青森県青年大会を
こ
だ

わ
り
の
青
年
団

出
会

い
　
ふ
れ
あ
い
　
か
が
ち
あ

い
　
更

に
諢
め
る

仲
問
づ
く
り

に
氛
か
お
り

ふ
る
さ
と
に
こ
だ
わ

り
だ

主　催

青森県連合青年団

地元開催、青森県青年大会から

だ

か
ら
自
分
に
こ
だ

わ
り

幃
の
す
わ
っ

た
青
年
で

あ
り

た

い

フ
ァ

ジ
ー
な
時
代

に
流
さ
れ
な

い

成功させよう！

会　 場

上 磯 ５ 町村

蓬 田村 ・ 蟹 田 町 ・今 別 町 ・平 館村 ・ 三 厩 村

蓬田村は、開、閉会式・文化部門・バスケットボ

ール会場です
Ｏ

みなさんの応援をお願いします
Ｏ

平成４年９月５日(土)

６日(日)

期　間

9



婦
人
科
検
診
を
受
け
ま
し
よ
う

つ
ゆ
あ
け
の
津
軽
の
短
い
夏
を

皆
さ
ん
ど
う
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。
ｍ
植
え
が
終
る
と
同
時
に
、

夜
明
け
か
ら
日
暮
れ
ま
で
畑
仕
事

に
忙
し
い
お
母
さ
ん
方
、
ち
ょ
っ

と
仕
事
の
手
を
休
め
て
婦
人
科
検

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
が
ん
の
好

発
年
齢
を
考
え
る
と
、
三
十
歳
代

に
入
っ
た
ら
、
年
に
一
度
は
子
宮

が
ん
検
診
・
乳
が
ん
甲
状
腺
検
診

を
必
ず
受
け
る
よ
う
に
し
て
下
さ

い
。
過
去
十
年
間
の
村
の
検
診
状

況
（
図
１
）
を
み
る
と
、
検
診
囗

を
２
日
間
に
し
た
事
に
よ
り
除
々

に
受
診
者
数
は
増
え
て
き
て
い
ま

●過去10年間の子宮が ん検診受診者数（図 １）

す
が
、
東
郡
管
内
で
み
る
と
ま
た

ま
だ
低

い
状
況

に
あ
り
ま
す

。
年

代
別

で
は

、
七
十
代
以
上

は
高
齢

と
い
う

こ

と
も
あ
り
受
け

に
来
れ

な
い
大

が
多

い
、
乂
、
三

十
代
四

十
代

の
若

い
人

の
受
診
も

少
い
状

況

と
な
っ
て

い
ま
す
。
平
成

２
年

か
ら
子

宮

が
ん
検
診
と
同
じ
日

に

行
っ
乳

が
ん
甲
状
腺
検
診
（
図
２
）

も
同
じ

様
な
受

診
状
況

と
な
っ
て

い
ま
す

。

子
宮
が
ん
は
他
の
が
ん
に
比
べ

・乳がん検診受診 者数（図２）

こ ん な に 進 ん だ 乳 が ん 最 新 診 断 技 術

子
宮
が
ん
で
亡
く
な
る
人
は
検

診
の
普
及
で
減
り
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
で
も
年
間
約
五
千
人
が

亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
蓬
田
村
で

も
昭
和
五
十
七
年
以
降
五
人
も
の

人
が
婦
人
料
の
が
ん
（
子
宮
が
ん

乳
が
ん
卵
巣
が
ん
な
ど
）
で
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。

手

で
触
れ

る
し
こ
り

が
あ
っ
た
ら
、

す
ぐ
外

科
医

に
診
て
も
ら
っ
て
下

さ

い
（

が
ん

と
は
違
う
病
気

の
場

合
も
あ

り
ま
す

）
。
が
ん
を
見

つ
け

る
自
己

検
査
法

を
覚
え
、
三
十

歳

を
過

ぎ
た
ら
、
毎
月

生
理

か
お
か

っ
た
四

～
五

日

後
に
、
又
、
閉

経

後
の
人

は
日
を
決

め
て
自
己
診
断

す
る
習
慣

を
つ
け
ま
し

ょ
う
。
村

の
検
診
会
場

に
乳

が
ん
の
モ

デ
ル

と
ポ

ス
タ
ー
を
は
り

ま
す

の
で

ご

ら
ん
下

さ
い
。

乂

、
乳

が
ん
検
診

を
受
け

た
人

は
同
時
に
甲

状
腺
検

診
も
行

い
ま
す
。

毎
日
忙
し

い
か

ら
こ
そ
、
自
分

の
健
康
チ

ェ
ッ
ク

は
ね
ん

い
り

に
し

た

い
も

の
。
会

場

で
会
え

る
の
を
待
っ
て

ま
す
。

保健コーナー

て
助
か

る
率

四
高

い
が
ん
で
す
。

こ
の

が
ん

に
か
か
っ

た
人
の
八
十

％

は
助

か
っ

て
お
り

、
し

か
も
早

期
に

が
ん

が
発
見

さ
れ
て
い
ま
す
。

早

期
発
見

さ
れ
た
人

の
半

分
は
検

診

を
受
け
て
見

つ
か
っ
て
い
ま
す
。

「
異
常
が
な

い
か
ら
こ
そ

検
診
を

う

け
る
」
こ

れ
が
子

宮

が
ん
に
打

ち

勝
つ
た
め

の
大

切
な
心
構

え
で

す
。

都
合
に
よ
り

村
の
健

診
を
受

け

る
こ
と

が
で

き
な

い
大

は
、
病

完

こ
行

っ
て
泛
ナ

ま
し

ょ
う
。

〈子宮がんの危険信号〉

１.生理以外に出血がある

２ ．閉経以 後に出血がある(とくに子宮 休がん)

３ ．お り もの に血 が まじ る

４ ．夫婦生 活 のあ とに 血があ る

５ ．悪 臭 のす るお り ものがあ る

６ ．頑固 な腰痛 があ る

７ ．下 腹が 痛い

▼
早
期
発
見
の

半
分
は
検
診
で

▼
年
間
5
0
0
0

人
が

子
宮
が
ん
で
死
亡

しこりを早く見つけさえすれば､あとの処置は万全です。

・今年 度の婦人 科検診●
●平丿戎４年８月25 日・26 日

●平丿戉５年１月27 日
申 し 込 み し て い な く て も 受 け ら れ ます

1

0

あ
ら
ゆ
る
が
ん
の
う
ち
。
触
れ

た
だ
け
で
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き

る
の
が
乳
が
ん
で
す
。
そ
れ
だ
け

簡
単
に
見
つ
け
や
す
い
も
の
で
す

が
、
見
つ
け
方
を
知
ら
な
い
た
め

に
手
遅
れ
に
な
る
人
が
い
ま
す
。

▼
触
れ
て
わ
か
る

唯
一
の
が
ん



私
か
ら
あ
な
た
へ
４

さ
と
う
・
か
ず
こ

バ
ル
セ
ロ
ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
楽
し
み

特
技
・
車
の
運
転
か
な
！

今
回
は
、
佐

藤
和
子
（
中

沢

）

さ
ん
の
登
場
で
す

。

佐
藤
家

は
、
商
店

と
飲
食
店
（
ナ

イ
ト

シ
テ
ィ

ー

）
を
経

営
し

て

い

ま
す
。
和
子

さ
ん
は

、
主

に
商
店

を
担
当
。
毎

朝
五
時
半

に
起
床
し

開
店

の
準
備
、
そ
し
て
子
ど
も
を
学

校
に
送
り
出
寸

。
閉
店

は

い
つ
も

夜
十
時
頃

と
い
う

か
ら
主
婦
業

共

々
忙
し

そ
う
。

プ

ロ
野
球

が
好

き
で
、
夜

は
ち

よ
っ
と

の
暇

を
見

つ
け
て

は
野
球

中
継
の
観
戦
。

好
き
な
チ

ー
ム
は

巨
人
、
中
で

も
吉
村
選
手

と
原

選

手
の
大
の
フ
ァ

ン
、
首
位
攻

防
戦

に
上

が
っ
て

き
て

い
る
こ
と
で
嬉

し

そ
う
。「
ス
ポ
ー
ツ

は
見

る
の

が

好
き
、
中

学
校
時
代
は
ソ

フ
ト

ボ

ー

ル
部

に
入

っ
て

い
ま
し

た
。

オ

リ

ン
ピ
ッ
ク

が
始
ま

る
と
、
一
日

中
テ

レ

ビ
つ
け
っ

ぱ
な
し

で
見
て

は
感
動
し

て
ま
す
。

も
う

す
ぐ
始

ま

る
バ
ル
セ

ロ
ナ

オ
リ

ン

ピ
ッ
ク

が
待

ち
遠
し

く
て
」

と
話
し
て
く

れ
ま
し

た
。
村
に
要

望
す
る
こ

片

も

、子

ど
も
達

が
力

一
杯

。
安
心
し

て

泳
げ
る

プ
ー
ル
を
作
っ
て

は
卜

い
と
、
ス

ポ
ー

ツ
に
関
す

る
こ

片

で
し

た
。
子
ど
も

は
、
大
輔
君

（
ふ

四

）
、
圭

輔
君
（
小
二

）
の
男

冊

子
二
人
。

佐
藤
さ
ん

は
小

学
皎
ｐ

Ｔ
Ａ

文
化
部

会
計
、
二

学
年
理

事
、

中

沢
子

ど
も
会
事
務
局

と
、
子

ど

も
中

心
勿

活

動
に
も
積
極

的
に
参

加
し

な

が
ら
、
親
同
志

知
り
合
え

る
事
も
楽
し

い
と
言

い
ま
す

。

み
ん
な

が
楽
し

む
夏
、
特

に
お

盆
は
商
店
の
書
き
入
れ
時
、
特
技
は

う

車
の
運
転

”
ス
ト
レ

ス
解

消
法

は

諮
貝
物

”
健
康
法
は

。
よ

く
寝

る
こ
と
か
な

”
と
、
張
り

切
り
ま

す
。最

後
に
村

に
つ

い
て

二
言
「
蓬

田

村
に
は

、
い
ろ

い
ろ
な
行

事
や

催
し

が
あ
っ
て

好
き
で
す
」

と
、

答

え
て
く

れ
ま
し

た
。

これは、蓬田駅にあ

るステーションライブ

ラリーです。

駅利用者に“読書に

親しむ機会を”と中央

公民館が設置したもの

です。

置かれている本は、

中央公民館に寄贈され
たもので、通勤、通学

者には大変喜ばれてい

ます。

气表定予事行月８
ｎ
乙４３３４｣

O
６７８０１０１―１４１６１７―８１８１３９

｀
４ｎ乙尸Ｄ

ｎ
乙６ｎ乙１３ 日

村

民

体
育

祭

一

才

半

・
二

才

児

検

診

（
中

央

公

民
館
1
3
時

）

ワ

ー

プ

ロ
教

室

書

逍

教
室

ワ

ー

プ

ロ
教

室

（
小

、
中

）

県

民

体

育
大

会

（

十

和
田

市

）
～

９

日

書

道

教

室

ワ

ー

プ
ロ

教
室

（

小

、
中

）

成

人

式

（

中

央
公

民

館

）

村

民

野

球

大
会

書

道

教

室

乳
児

検

診

（

中
央

公

民

館
1
3
時

）

盆

踊
り

大

会

（
蓬

田

漁

港
1
8
時
3
0
分

）

牧
場

祭

書

道
教

室

子
宮

が
ん
・
乳

が

ん

検
診

（

長

抖
公

民

館
1
3
時

）

μ
　
　
　
　
　
　
μ
　
　
　
（

玉
松

公

民

館
1
3
時

）

書

道

教
室

行
　
　
　
　
　
　
　
　

事

社

会

教

育

課

民

’

生
　
　

課

中

央

公

民

館

中

央

公

民

館

体
　

育
　

協
　

会

中

央

公

民

館

杜

会

教

育

課

体
　

育
　

協
　

会

中

央

公

民

館

民
　
　

生
　
　

課

商
　
　

工
　
　

会

農

林

水

産

課

中

央

公

民

館

民
　
　

生
　
　

課

中

央

公

民

館

担
　
　
　

当

行事予定／み～つけた1

1

佐
藤
　
和
子
・
中
沢

み
～
つ
け
た

５

４



け
つ
ぱ
る
蓬
田
人

ふ
る
さ
と
は
遠
く
に
あ
り
て

。
故

郷
″
は
、
懐

か
し

く
　

有

難
く
て
　

優
し

い
郷
土
で

あ
る
。

幾
度

と
な

く
ふ
る
さ

と
の
沢
山
の

思

い
出

に
包

ま
れ
、
励

ま
さ
れ
て

来
た
事

だ
ろ
う

か
。

厳
し

い
自
然

の
中
で

、
様

々
な
苦
労

を
乗

り
越

え

て
、
今
日

の
蓬
田
村
を

築
き
上

げ
て
こ
ら

れ
た
諸
先
輩
・
村

民
の

皆
様

の

ご
努
力

に
深
く

感
謝

を
申

し
上

げ
ま
す
。

上
京
し

て
十
七

年
、
現
在

、
千

葉
県

の
野
田
市
に

住
ん
で

い
ま
す
。

醤
油

の
産
地
と
し
て

も
広
く
知
ら

れ
、
利

根
川
と
江
戸

川
の
間
に
挟

ま
れ
、
豊

か
な
自
然

に
恵
ま
れ

た

緑
と
水

の
町

で
す
。
そ

こ
か
ら
車

で
三

十
分

、
江
戸
川

の
橋
を
渡
り

な

が
ら
遠
く

は
、
池
袋

の
サ
ン

シ

ャ
イ

ン
・
新
宿

の
高
層

ビ
ル
、
冬

の
晴
れ
た
日

に
は
、
雪
化

粧
を
し

人 口 と 世 帯 数

(６月30日現在)

総人口4,059 人
男　1,939 人

女　2,120 人

世帯数1.053 世帯

お 誕生お めで とう ござ いま す

た

富

士

山

を

見

上

げ

。

そ

こ

は

も

う

勤

務

地

の

埼
玉

県

へ

と

入

っ

て

い

く

。

日

本

経

済

の

流

れ

と

と
も

に

、

我

が
社
の

十
條

キ

ン

バ
リ

ー
（
株

）
も

四

分

の

一

世

紀

を

歩

ん

で

き

た
。

東

京

と

京

都

に

工

場

を

置

き

、

ク

リ

ネ

ッ

ク

ス

テ

ィ

シ

ュ

ー

を

は
じ

め

ト

イ

レ

ッ

ト

テ

イ

シ

ュ

ー

、

工

業

用

の
ワ

イ

パ
ー

等

を

生

産

し

て

い

ま

す

。

東

京

工

場

の

抄

紙

部

門

に

所

属

し

て

い
る

私

は

、

そ

こ

で

ア

ン
ン
業

務

に

携

わ

っ
て

い
ま
す

。

箱

入

り

テ

イ

シ
ュ

ー

な

ど

お

目

に

か

か

れ

な

か

っ

た

時

代

か

ら

、

各

家

庭

に

置

か

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

今

日

、

街

は

、

活

気

に

満

ち

た

ご 結婚 おめ でとう ござ い ま す

生
活
都
市
へ
と
姿
を

変
え
て
行
き
ま
す
。

し
か
し
、
い
つ
の

世
も
ふ
る
さ
と
に
よ

せ
る
思
い
は
決
し
て

変
わ
る
も
の
で
は
な

い
と
思
う
。

も
う
す
ぐ
お
盆
、

村
に
も
ま
た
賑
や
か

さ
が
戻
っ
て
き
ま
す

ね
。最

後
に
、
蓬
田
村

の
御
発
展
と
皆
様
方

の
御
健
勝
を
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

卜 現 住 所 ／ 〒278 千 葉 県 野 田 市 野 田

７ の ４ 登0471 － 22 － 4506 ･･･ 生 年 月 日

／ 昭 和31 年 ４ 月 ８ 日 ノ ト 出 身 ／ 蓬 田

／ 木 村 修 さ ん の 弟･ ・家 族 構 成 ／ 妻 ・

佐 知 子 ・ 長 女 ・瑠 美 （ 小 ４ 年 ） ・ 次

女 ・ 理 恵 （ 幼 稚 園 ） 黔好 き な も の ／

絵 画 ・ 釣 りS ・ 経 歴 ／ 青 森 県 立 今 別

高 等 学 校 卒 （ 昭 和50 年 ３ 月 ） ／ 十 條

キ ン バ リ ー 入 社 （ 昭 和50 年 ４ 月 ） ～

現 在 に 至 る

けつぱる蓬田人／戸籍の窓口

戸籍の

窓　口

６月受付分

南　
ぼ喜( ﾊﾟl

子
二 男

今
しゅんぺい　岳　iE¥E竣平(

真由美　
長　 男

（工藤　 徹（郷　沢）

堀川久美子（青森市）

おくやみ申し上げます

中川　　蝶(郷　　沢　61歳)

工藤　育夫(中　　沢　41歳)

津嶋　たき(蓬　　田　79歳)

めも

1

2

木
　

村
　
　
　

守

さ
ん

十

條

キ

ン

バ
リ

ー
（
株

）

4

7
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